真の報仏土--「教行信証」「真仏土巻」の『涅槃経』・『浄土論』・『浄土論註』の文を中心として by 三明 智彰
真
の
報
仏
土
—!
『
教
行
信
証
』
「
真
仏
土
巻
」
の
『
涅
槃
経
』
，
『
浄
土
論
』
・
『
浄
土
論
註
』
の
文
を
中
心
と
し
て-
三 
明 
智 
彰
ー
 
課
題
の
所
在
『
教
行
信
証
』
「真
仏
土
巻
」
の
は
じ
め
に
、
親
鸞
は
、
謹
ん
で
真
仏
土
を
按
ず
れ
ば
、
仏
は
即
ち
是
れ
不
可
思
議
光
如
来
な
り
。
土
は
亦
た
是
れ
無
量
光
明
土
な
り
。
然
れ
ば
則
ち
、
大
悲 
の
誓
願
に
酬
報
す
る
が
故
に
真
の
報
仏
土
と
日
ふ
な
り
。
既
に
し
て
願
い
ま
す
、
 
即
ち
光
明
，
寿
命
の
願
是
れ
な
り
。(
親
全
一
・
二 
二
七
，
原
漢
文
・
『
教
行
信
証
』
・
以
下
同)
と
示
し
て
い
る
。
真
仏
は
「
不
可
思
議
光
如
来
」
、
真
土
は
「
無
量
光
明
土
」
、
そ
の
仏
身
仏
土
が
「
大
悲
の
誓
願
に
酬
報
す
る
が
故
に
真 
の
報
仏
土
と
日
ふ
」
の
で
あ
る
と
示
し
て
、
光
明
無
量,
寿
命
無
量
の
二
願
の
名
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
大
無
量
寿
経
』
・
『
無
量
寿
如
来
会
』
・
『
平
等
覚
経
』
・
『
大
阿
弥
陀
経
』
・
『
不
空
霜
索
経
』
・
『
涅
槃
経
』
、
天
親
の
『
浄
土
論
』
、
 
曇
鸞
の
『
浄
土
論
註
』
，
『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』
、
善
導
の
『
観
経
疏
』
，
『
法
事
讃
』
、
憬
興
の
『
述
文
讃
』
、
 
飛
錫
『
念
仏
三
昧
法
王
論
』
所 
引
の
『
大
乗
起
信
論
』
を
引
い
て
い
る
。
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『
述
文
讃
』
の
十
二
光
の
釈
文
の
後
の
結
釈
に
は
、
爾
れ
ば
、
如
来
の
真
説
、
宗
師
の
釈
義
、
明
ら
か
に
知
り
ぬ
。
安
養
浄
刹
は
真
の
報
土
な
る
こ
と
を
顕
す
。
惑
染
の
衆
生
、
此
に
し 
て
性
を
見
る
こ
と
能
は
ず
、
煩
悩
に
覆
は
る
る
が
故
に
。
『
経
』
に
は'
「我
、
十
住
の
菩
薩
、
少
分
仏
性
を
見
る
と
説
く
」
と
言
へ 
り
。
故
に
知
り
ぬ
。
安
楽
仏
国
に
到
れ
ば
即
ち
必
ず
仏
性
を
顕
す
。
本
願
力
の
回
向
に
由
る
が
故
に
。
亦
『
経
』
に
は'
「衆
生
、
 
未
来
に
清
浄
の
身
を
具
足
し
て
荘
厳
し
て
仏
性
を
見
る
こ
と
を
得
」
と
言
へ
り
。(
親
全
一
・
ー
ー
六
四) 
と
記
さ
れ
て
い
る
。
所
引
の
経
論
釈
に
よ
っ
て
親
鸞
に
明
ら
か
に
知
ら
れ
た
こ
と
は
、
「
安
養
浄
刹
は
真
の
報
土
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で 
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
惑
染
の
衆
生
の
見
仏
性
，
顕
仏
性
の
問
題
の
解
決
を
意
味
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
窺
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
ま
た
、
続
い
て
『
念
仏
三
昧
宝
王
論
』
の
『
起
信
論
』
を
引
き
、
次
に
、
夫
れ
、
報
を
按
ず
れ
ば
、
如
来
の
願
海
に
由
り
て
果
成
の
土
を
酬
報
せ
り
。
故
に
報
と
日
ふ
な
り
。
然
る
に
願
海
に
つ
い
て
、
真
あ 
り
、
仮
あ
り
。
是
を
以
て
復
た
、
仏
土
に
就
い
て
、
真
あ
り
、
仮
あ
り
。
選
択
本
願
の
正
因
に
由
り
て
真
仏
土
を
成
就
せ
り
。
真
仏 
と
日
ふ
は
、
『
大
経
』
に
は
「無
辺
光
仏
・
無
碍
光
仏
」
と
言
へ
り
。
又
、
「
諸
仏
中
の
王
な
り
、
光
明
中
の
極
尊
な
り
」
と
言
へ
り
。
 
已
上 
『
論
』
に
は
「帰
命
尽
十
方
無
碍
光
如
来
」
と
日
へ
る
な
り
。
真
土
と
言
ふ
は
、
『
大
経
』
に
は
「無
量
光
明
土
」
と
言
へ
り
、
 
或
ひ
は
「諸
智
土
」
と
言
へ
り
。
已
上 
『
論
』
に
は
「究
竟
し
て
虚
空
の
如
し
、
広
大
に
し
て
辺
際
な
し
」
と
日
ふ
な
り
。
往
生
と 
言
ふ
は
、
『
大
経
』
に
は
「
皆
受
自
然
虚
無
之
身
無
極
之
體
」
と
言
へ
り
。
已
上 
『
論
』
に
は
「如
来
浄
華
衆
正
覚
華
化
生
」
と
日 
へ
り
。
又
は
、
「
同
一
念
仏
し
て
無
別
の
道
故
」
と
云
へ
り
。
已
上 
又
、
難
思
議
往
生
と
云
へ
る
是
れ
な
り
。(
親
全
一1
一
六
五) 
と
記
す
。
如
来
の
願
海
に
由
っ
て
果
成
の
土
を
酬
報
し
た
故
に
「報
」
と
い
う
の
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
願
海
に
真
仮
あ
る
が
故
に
仏
土
に 
も
ま
た
真
仮
あ
り
と
示
し
て
、
選
択
本
願
の
正
因
に
由
っ
て
真
仏
土
が
成
就
し
た
と
す
る
。
そ
し
て
真
仏
，
真
土
と
、
そ
の
往
生
に
つ
い 
て
の
確
認
の
文
を
示
し
て
、
結
び
に
仮
の
仏
土
と
は
下
に
在
り
て
知
る
べ
し
。
既
に
以
て
、
真
仮
皆
是
れ
、
大
悲
の
願
海
に
酬
報
せ
り
。
故
に
知
り
ぬ
、
報
仏
土
な
り
と
37
い
ふ
こ
と
を
。
良
に
仮
の
仏
土
の
業
因
千
差
な
れ
ば
、
土
も
復
た
千
差
な
る
べ
し
。
是
れ
を
、
方
便
化
身
化
土
と
名
づ
く
。
真
仮
を 
知
ら
ざ
る
に
由
っ
て
、
如
来
広
大
の
恩
徳
を
迷
失
す
。
茲
れ
に
因
っ
て
今
、
真
仏
真
土
を
顕
は
す
。
斯
れ
乃
ち
真
宗
の
正
意
な
り
。
 
経
家
論
家
の
正
説
、
浄
土
宗
師
の
解
義
、
仰
い
で
敬
信
す
べ
し
、
特
に
奉
持
す
べ
き
な
り
。
知
る
べ
し
と
な
り
。(
親
全
ー
・
二
六
六) 
と
、
真
も
仮
も
皆
こ
れ
報
仏
土
な
り
と
言
い
、
仮
土
を
方
便
化
身
化
土
と
示
し
て
、
真
仮
分
判
の
意
義
を
語
り
、
敬
信
・
奉
持
を
勧
め
て 
「真
仏
土
巻
」
全
体
を
結
ん
で
い
る
。
も
し
、
仏
身
仏
土
が
清
浄
で
あ
る
こ
と
を
顕
わ
す
だ
け
な
ら
ば
、
親
鸞
は
、
『
教
行
信
証
』
「真
仏
土
巻
」
を' 
著
す
必
要
は
な
か
っ
た 
で
あ
ろ
う
。
「真
仏
土
巻
」
に
於
け
る
経
論
釈
は
、
上
の
如
く
、
「
大
悲
の
誓
願
」
に
酬
報
す
る
仏
身
仏
土
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
た
め 
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
別
し
て' 
親
鸞
自
身
の
文
「
御
自
釈
」
に
注
目
し
て
い
え
ば
、
特
に
、
一
、
 
真
仏
，
真
土
が
「
不
可
思
議
光
如
来
」
「無
量
光
明
土
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
二
、
 
大
悲
の
誓
願
た
酬
報
す
る
が
故
に
真
の
報
仏
土
と
い
う
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
三
、
 
惑
染
の
衆
生
に
お
け
る
、
見
仏
性
，
顕
仏
性
の
こ
と
四
、
 
報
仏
土
に
真
仮
あ
り
と
い
う
こ
と 
等
々
の
事
柄
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
の
中
で
、
「見
仏
性
」
の
問
題
を
中
心
と
し
た
親
鸞
の
仏
性
観
に
つ
い
て
は
、
私
見
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る(
「
親
礒
に
お 
け
る
見
仏
性
の
意
義
」
ム
真
宗
研
究
」
第
三
十
一
輯
，
一
九
ハ
六
年
一
月
、
等)
そ
の
要
旨
は
、
 
親
鸞
に
於
て
は
、
仏
性
と
は
、
聖
道
門
の
理
説
で
は
な
く
、
ま
た
、
成
仏
の
可
能
性
で
は
な
く
、
如
来
の
本
質
・
如
来
の
あ
り
方
を
意 
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
浄
土
を
建
立
し
、
衆
生
の
行
信
と
な
っ
て
は
た
ら
く
如
来
の
活
動
的
大
悲
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
し 
た
が
っ
て
、
仏
性
は
有
無
の
範
疇
で
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
と
は
、
一
切
衆
生
が
本
願
の
正
機
で
あ 
る
こ
と
を
如
来
が
見
そ
な
わ
し
て
の
御
言
で
あ
り' 
そ
の
大
悲
を
見
る
か
否
か
が
問
題
で
あ
っ
た
。
「
煩
悩
覆
故
不
能
得
見
」
と
言
う
38
と
、
「無
仏
性
」
と
い
う
こ
と
よ
り
も
不
徹
底
の
如
く
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
「無
仏
性
」
と
決
め
て
し
ま
う
の
は
断
見
で
あ
る
。
 
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
、
煩
悩
覆
故
不
能
得
見
。
」
こ
そ
、
教
法
に
信
順
し
て
有
無
の
邪
見
を
破
っ
た
人
の
言
葉
で
あ
り
、
ま
た
、
如 
来
の
意
に
随
う
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
聞
見
仏
性(
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
と
聞
い
て
信
ず
る
こ
と)
の
課
題
が
あ
る
。
親
鸞
に
於 
て
、
仏
性
が
如
来
の
活
動
的
大
悲
を
指
し
、
聞
見
仏
性
が
そ
の
大
悲
を
大
悲
の
力
用
に
よ
っ
て
聞
き
信
知
す
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
な 
ら
ば' 
親
鸞
の
仏
性
論
は
、
「
一
切
衆
生
に
悉
く
仏
性
あ
り
。
煩
悩
覆
え
る
が
故
に
眼
見
す
る
こ
と
能
わ
ず
と
い
え
ど
も
、
仏
性
を
聞 
見
し
て
、
必
ず
仏
性
を
顕
す
。
」
と
の
趣
旨
で
あ
る
と
領
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
如
来
の
大
悲
本
願
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で 
あ
る
。
親
鸞
の
仏
性
論
は
、
本
願
論
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
考
察
を
す
す
め
て
い
き
た
い
が' 
そ
れ
に
関
わ
っ
て
、
真
実
の
行
信
の
問
題
と
と 
も
に
真
仏
土
の
問
題
が
重
要
で
あ
る
。
「真
仏
土
巻
」
中
の
引
文
の
中
で
も
、
特
に
『
涅
槃
経
』
は
、
紙
数
に
し
て
、
当
巻
全
体
の
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占
め
て
い
る
。
 
「真
仏
土
巻
」
の
『
涅
槃
経
』
が
、
親8
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
そ
れ
だ
け
で
も
う
か
が 
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
 
そ
れ
に
し
て
も' 
真
の
報
仏
土
を
明
ら
か
に
す
る
の
に
、
親
鸞
は
何
故
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
『
涅
槃
経
』 
を
引
用
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
真
の
報
仏
土
の
い
か
な
る
こ
と
を
そ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
上
記
の 
四
つ
の
事
柄
の
中
、
今
回
は
お
も
に
光
明
と
し
て
の
仏
身
仏
土
と
、
そ
の
性
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
二
光
明
智
慧
の
境
界
ま
ず
、
真
仏
・
真
土
を
「仏
は
即
ち
是
れ
不
可
思
議
光
如
来
な
り
。
土
は
亦
た
是
れ
無
量
光
明
土
な
り
」
と
親
鸞
は
規
定
す
る
。
こ
の 
光
明
を
以
て
親
鸞
は
、
何
を
示
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
衆
生
あ
り
て
斯
の
光
に
遇
ふ
者
は
、
三
垢
消
滅
し
、
身
意
柔
軟
な
り
。
歓
喜
踊
躍
し
、
善
心
生
ず
。
若
し
三
塗
勲
苦
の
処
に
在
39
り
て
、
こ
の
光
明
を
見
ば
、
皆
、
休
息
を
得
て
、
復
た
苦
悩
無
け
む
。
寿
終
へ
て
後
、
皆
、
解
脱
を
蒙
る
。(
「
真
仏
土
巻
」
所
引
『
大
経
』 
・
親
全
一
・
ニ
ニ
ハ)
と
い
い
、
ま
た
、
諸
の
無
数
天
下
幽
冥
の
処
を
炎
照
す
る
に
皆
常
に
大
明
な
り
。
諸
有
の
人
民
、
幅
飛
蠕
動
の
類
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
を
見
ざ
る
こ
と 
莫
き
な
り
。
見
ま
つ
る
者
、
慈
心
歓
喜
せ
ざ
る
者
莫
け
ん
。
世
間
諸
有
の
姪
決
・
瞋
怒
・
愚
癡
の
者
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
を
見
ま
っ 
り
て
、
善
を
作
さ
ざ
る
は
莫
き
な
り
。
諸
の
泥
梨
・
獪
狩
・
辟
荔
・
考
掠
・
勤
苦
の
処
に
在
り
て
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
を
見
ま
つ
れ 
ば
、
至
り
て
皆
、
休
止
し
て
復
た
治
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
ど
も
、
死
し
て
後
、
憂
苦
を
解
脱
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
者
は
莫
き
な
り
。
 
(
『
仏
説
諸
仏
阿
弥
陀
三
耶
三
仏
薩
楼
仏
檀
過
度
人
道
経
』
・
同
・
二
三
一)
と
あ
る
ご
と
く
、
「
三
塗
勲
苦
の
処
」
、
「
幽
冥
の
処
」
、
「姪
決
・
瞋
怒
・
愚
癡
」
「泥
梨
・
獪
狩
・
辟
荔
・
考
掠
・
勤
苦
の
処
」
に
こ
そ
は 
た
ら
く
。
そ
こ
は' 
決
し
て
如
来
に
信
順
す
る
善
き
も
の
た
ち
の
処
で
は
な
い
。
逆
に
闇
の
痛
傷
の
処
で
あ
る
。
そ
こ
に
如
来
の
光
明
は 
は
た
ら
き
、
歓
喜
踊
躍
、
休
息
、
 
解
脱' 
慈
心
を
得
し
め
る' 
と
。
静
止
的
な
「
理
法
」
で
は
な
く' 
一
切
の
苦
悩
の
衆
生
に
績
極
的
に 
関
与
し
活
動
す
る
光
明
を
本
質
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
真
仏
真
土
の
特
色
が
あ
る
。
「そ
れ
は
、
単
な
る
あ
わ
れ
み
の
光
明
で
は
な
い
。
光
明
に
よ
る
救
い
と
は
、
苦
悩
す
る
も
の
が
そ
の
光
明
の
中
に
温
か
く
包
み
込
ま
れ 
る
と
い
う
に
止
ま
る
こ
と
で
は
な
い
。
信
心
の
智
慧
の
開
発
で
あ
る
。
親
鸞
は
、
『
涅
槃
経
』
を
引
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
 
光
明
は
不
羸
劣
に
名
づ
く
。
不
羸
劣
と
は
名
づ
け
て
如
来
と
日
ふ
。
又
、
光
明
は
名
づ
け
て
智
慧
と
な
す' 
と
。
巳
上(
「真
仏
土
巻
」 
『
涅
槃
経
』
第
二
文
・
親
全
一
・
二
三
四)
真
仏
土
の
光
明
と
は
、
漠
然
た
る
光
明
で
な
く'
「
不
羸
劣
」
、
お
と
ろ
え
る
こ
と
の
な
い
如
来
、
即
ち
智
慧
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
 
仏
の
光
明
は
是
れ
智
慧
の
相
な
り
。(
「
信
巻
」
，
『浄
土
論
註
』
巻
下-
親
全
一
・
九
九) 
こ
の
如
来
は
光
明
な
り
、
光
明
は
智
慧
な
り
、
智
慧
は
光
の
か
た
ち
な
り
。
智
慧
ま
た
か
た
ち
な
け
れ
ば
不
可
思
議
光
仏
と
ま
ふ
す
40
な
り
。
こ
の
如
来
、
十
方
微
塵
世
界
に
み
ち
み
ち
た
ま
へ
る
が
ゆ
へ
に
、
無
辺
光
仏
と
ま
ふ
す
。(
『
一
念
多
念
文
意
』
親
全
三
・
和
文 
篇,
一
四
六)
無
碍
光
仏
の
御
か
た
ち
は
、
智
慧
の
ひ
か
り
に
て
ま
し
ま
す
ゆ
へ
に
、
こ
の
仏
の
智
願
海
に
す
す
め
い
れ
た
ま
ふ
な
り
。
一
切
諸
仏
の 
智
慧
を
あ
つ
め
た
ま
へ
る
御
か
た
ち
な
り
。
光
明
は
智
慧
な
り
と
し
る
べ
し
と
な
り
。(
『
唯
信
鈔
文
意
』
親
全
三
，
和
文
篇
、
一
五
七)
微 
塵
世
界
に
無
碍
の
智
慧
光
を
は
な
た
し
め
た
ま
ふ
ゆ
へ
に
尺
十
方
無
碍
光
仏
と
ま
ふ
す
ひ
か
り
に
て
、
か
た
ち
も
ま
し
ま
さ
ず
、
い
ろ 
も
ま
し
ま
さ
ず
、
無
明
の
や
み
を
は
ら
ひ
悪
業
に
さ
え
ら
れ
ず
、
こ
の
ゆ
へ
に
無
碍
光
と
ま
ふ
す
な
り
。
無
碍
は
さ
は
り
な
し
と
ま
ふ 
す
、
し
か
れ
ば
阿
弥
陀
仏
は
光
明
な
り
、
光
明
は
智
慧
の
か
た
ち
な
り
と
し
る
べ
し
。(
『
唯
信
鈔
文
意
』
親
全
三
・
和
文
篇
・
一
七
ー) 
と
、
光
明
が
智
慧
で
あ
る
こ
と
を
親
鸞
は
し
ば
し
ば
語
っ
て
い
る
。
そ
の
は
た
ら
き
こ
そ
、
 
無
碍
の
光
明
は
無
明
の
闇
を
破
す
る
慧
日
な
り
。(
『教
行
信
証
』
総
序
，
親
全
一
，
五) 
と' 
語
ら
れ
る
如
く
、
無
明
を
照
破
す
る
智
慧
の
は
た
ら
き
で
あ
る
。
如
来
の
光
に
照
さ
れ
る
処
は
、
「翹
苦
の
処
」
苦
悩
の
闇
で
あ
っ
て' 
そ
こ
に
お
い
て
信
心
の
智
慧
を
え
し
め
ら
れ
る
こ
と
が
光
明
の 
救
い
で
は
な
い
か
。
信
心
と
い
ふ
は
智
な
り
。
こ
の
智
は
他
力
の
光
明
に
摂
取
せ
ら
れ
ま
ひ
ら
せ
ぬ
る
ゆ
へ
に
う
る
と
こ
ろ
の
智
な
り
。
仏
の
光
明
も
智 
な
り
。
か
る
が
ゆ
へ
に
お
な
じ
と
い
ふ
な
り
。
お
な
じ
と
い
ふ
は
信
心
を
ひ
と
し
と
い
ふ
な
り
。(
「
真
蹟
書
簡
」
所
収
・
蓮
位
添
状
，
 
親
全
三
・
書
簡
篇
・
一
九)
こ
の
信
慧
を
「
除
疑
獲
徳
の
真
理
」(
「総
序
」)
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
信
慧
を
獲
得
せ
し
め
る
の
は
、
 
解
脱
は
名
づ
け
て
虚
無
と
い
う
。
虚
無
即
ち
是
れ
解
脱
な
り
。
解
脱
即
ち
是
れ
如
来
な
り
。
如
来
即
ち
虚
無
な
り
。
非
作
の
所
作
な 
り
。(
「
真
仏
土
巻
」
『
涅
槃
経
』
第
一
文
，
親
全
ー
・
二
三
三) 
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
「
非
作
の
所
作
」
、
如
来
の
作
で
あ
る
。
親
鸞
は
「作
の
作
す
所
に
非
ず
」
と
せ
ず
に
「非
作
の
所
作
」
と
読
41
ん
で
如
来
の
は
た
ら
き
を
示
し
た
。
光
明
智
慧
の
「無
量
光
明
土
」
は
、
さ
ら
に
『
涅
槃
経
』
に
よ
っ
て
、
如
来
は
即
ち
是
れ
涅
槃
な
り
。
涅
槃
は
即
ち
是
れ
無
尽
な
り
。
無
尽
は
即
ち
是
れ
仏
性
な
り
。
仏
性
は
即
ち
是
れ
決
定
な
り
。
決
定 
は
即
ち
是
れ
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
な
り
と
。(
「真
仏
土
巻
」
『
涅
槃
経
』
第
一
文
・
親
全
ー
・
二
三
三) 
と
、
涅
槃
・
無
尺
・
仏
性
・
決
定
・
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
と
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
 
一
切
有
為
ほ
皆
是
れ
無
常
な
り
。
虚
空
は
無
為
な
り
。
是
の
故
に
常
と
な
す
。
仏
性
は
無
為
な
り
。
是
の
故
に
常
と
な
す
。
虚
空
は 
即
ち
是
れ
仏
性
な
り
。
仏
性
は
即
ち
如
来
な
り
…(
中
略)
…
般
若
波
羅
蜜
よ
り
大
涅
槃
を
出
す
。
猶
し
醍
醐
の
如
し
。
醍
醐
と
言
ふ 
は
仏
性
に
喩
ふ
。
仏
性
は
即
ち
是
れ
如
来
な
り
。
善
男
子
、
是
の
如
き
の
義
の
故
に
、
説
き
て
、
如
来
所
有
の
功
徳
、
無
量
無
辺
不 
可
称
計
と
言
へ
り
、
と
。(
「真
仏
土
巻
」
『
涅
槃
経
』
第
三
文
・
親
全
一2
一
三
四
，
中
略
筆
者
・
以
下
同) 
と
、
無
為
に
し
て
常
な
る
虚
空
、
如
来
、
醍
醐
、
如
来
の
功
徳
が
仏
性
と
い
わ
れ
て
い
る
。
浄
土
の
あ
り
方
、
如
来
の
あ
り
方
、
そ
し
て
、
 
如
来
の
徳
が
仏
性
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
道
と
菩
提
お
よ
び
涅
槃
と
悉
く
名
づ
け
て
常
と
な
す
。
…(
中
略)
…
道
は
色
像
無
し
と
雖
も
見
っ
べ
し
。
称
量
し
て
知
り
ぬ
べ
し
。
 
而
る
に
実
に
用
あ
り
、
と
。
乃
至
衆
生
の
心
の
如
き
は
、
是
れ
色
に
非
ず
、
長
に
非
ず
、
短
に
非
ず
、
篦
に
非
ず' 
細
に
非
ず
、
縛 
に
非
ず
、
解
に
非
ず
、
見
に
非
ず
と
雖
も
法
而
と
し
て
亦
是
れ
有
な
り
。(
「真
仏
土
巻
」
『
涅
槃
経
』
第
四
文
・
親
全
一'
ニ
ニ
六) 
と
あ
る
。
道
と
菩
提
と
涅
槃
と
の
常
住
が
示
さ
れ
て
お
り
、
「
色
像
無
し
と
雖
も
見
つ
べ
し
。
称
量
し
て
知
り
ぬ
べ
し
。
而
に
実
に
用
あ 
り
」
と' 
涅
槃
あ
る
い
は
涅
槃
に
至
る
実
践
が
、
超
然
た
る
静
止
的
な
る
理
法
で
な
く
「見
っ
べ
く'
知
り
ぬ
べ
き
」
も
の
で
あ
っ
て
、
 
「実
に
用
あ
り
」
と
「
用
」(
は
た
ら
き)
を
も
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
い
う
「衆
生
の
心
」
と 
は
「
こ
の
如
来
、
微
塵
世
界
に
み
ち
み
ち
た
ま
へ
り
、
す
な
わ
ち
一
切
群
生
海
の
心
な
り
。
」(
『
唯
信
鈔
文
意
』)
と
い
わ
れ
る
心
で
あ
り
、
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そ
れ
は
自
力
的
分
別
に
依
っ
て
は
把
捉
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
「法
而
と
し
て
是
れ
有
な
り
」
と
、
い
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
大 
涅
槃
の
徳
を
あ
げ
て
、
涅
槃
の
性
は
無
苦
無
楽
な
り
。
是
の
故
に
涅
槃
を
名
づ
け
て
大
楽
と
な
す
。
是
の
義
を
以
て
の
故
に
大
涅
槃
と
名
づ
く
。
…(
中
略)
… 
諸
仏
如
来
は
一
切
智
を
以
て
の
故
に
名
づ
け
て
大
楽
と
な
す
。
…(
中
略)
：.
如
来
の
身
は
金
剛
に
し
て
壊
無
し
。
煩
悩
の
身
、
無
常
の 
身
に
非
ず
。
故
に
大
楽
と
名
づ
く
。
大
楽
を
以
て
の
故
に
大
涅
槃
と
名
づ
く
。(
「真
仏
土
巻
」
『
涅
槃
経
』
第
五
文-
親
全
一2
三
七) 
と
「
大
楽
」
を
明
し
、
続
い
て
、
仏
心
は
無
漏
な
る
が
故
に
大
浄
と
名
づ
く
。
大
浄
を
以
て
の
故
に
大
涅
槃
と
名
づ
く
。(
「真
仏
土
巻
」
『
涅
槃
経
』
第
六
文
・
親
全
一
・
 
二
三
九)
と
、
「
大
浄
」
を
明
す
。
そ
し
て
、
以
上
の
文
を
ま
と
め
て
諸
仏
如
来
は
煩
悩
起
ら
ず
。
是
れ
を
涅
槃
と
名
づ
く
。
所
有
の
智
慧
、
 
法
に
於
て
無
碍
な
り
。
是
れ
を
如
来
と
な
す
。
如
来
は
是 
れ' 
凡
夫
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
に
あ
ら
ず
。
是
れ
を
仏
性
と
名
づ
く
。
如
来
は
、
心
身
智
慧
、
無
量
無
辺
阿
僧
祇
の
土
に
遍
満
し 
た
ま
ふ
に
障
碍
す
る
所
無
し
。
是
れ
を
虚
空
と
名
づ
く
。
如
来
は
常
住
に
し
て
変
易
有
る
こ
と
無
け
れ
ば
、
名
づ
け
て
実
相
と
日
ふ
。
 
是
の
義
を
以
て
の
故
に
如
来
は
実
に
畢
竟
涅
槃
に
あ
ら
ざ
る
、
是
れ
を
菩
薩
と
名
づ
く
、
と
。
已
上(
「真
仏
土
巻
」
『
涅
槃
経
』
第
七
文 
・
親
全
一
・
二
三
九)
「如
来
は
是
れ
、
凡
夫
，
声
聞
，
縁
覚
・
菩
薩
に
あ
ら
ず
。
是
れ
を
仏
性
と
名
づ
く
。
」
と
い
う
よ
う
に
、
凡
夫
・
声
聞
・
縁
覚'
咅
薩 
と
は
異
な
る
如
来
の
「あ
り
か
た
」
を
示
し
て
仏
性
と
い
っ
て
い
る
。
そ
の
如
来
の
心
身
智
慧
が
無
量
無
辺
阿
僧
祇
の
土
に
遍
満
し
て
い 
る
こ
と
を
「虚
空
」
と
い
い
、
 
親
鸞
の
「
こ
の
如
来
は
智
慧
の
か
た
ち
な
り
。
十
方
微
塵
刹
土
に
み
ち
み
ち
た
ま
へ
る
な
り
」(
『尊
号
真 
像
銘
文
』
親
全
三
，
和
文
篇
・
ハ
七)
と
い
う
言
葉
な
ど
も
こ
の
よ
う
な
経
言
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
如
来
が
常
住
な
る
故
に
「
実 
相
」
と
言
い
、
真
仏
土
が
、
空
寂
な
る
涅
槃
で
な
く
、
菩
薩
の
は
た
ら
き
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
「畢
竟
涅
槃
に
あ
ら
ざ
る
、
是
れ
を
菩
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薩
と
名
づ
く
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
仏
身
仏
土
を
「智
慧
の
光
明
」
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
『
涅
槃
経
』
の
こ
れ
ら
の
文
は
、
真
仏
真
土
が
大
涅
槃
で
あ
っ
て
、
智
慧
の
光
明
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
、
仏
土 
の
あ
り
か
た
を
指
す
こ
と
ば
が
、
『
涅
槃
経
』
の
文
の
中
核
を
な
す
「仏
性
」
で
あ
る
。
そ
の
如
来
浄
土
の
あ
り
か
た
と
し
て
の
仏
性
は
、
衆
生
の
分
別
に
依
っ
て
素
朴
的
実
在
論
に
た
っ
て
、
有
無
を
沙
汰
さ
れ
る
如
き
問
題 
で
は
な
い
。
そ
れ
は
「
決
定
の
邪
見
」
と
し
て
教
誡
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
我
の
執
に
と
っ
て
は
、
た
だ
、
後
悔
と
不
安 
と
孤
独
と
絶
望
と
虚
無
し
か
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
我
執
に
と
っ
て
は
、
こ
の
三
世
は
流
れ
来
た
り
流
れ
去
る
三
世
で
あ
る
。
そ
の
時 
の
中
に
投
げ
出
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
空
し
く
過
ぎ
て
い
る
。
「
一
切
衆
生
、
三
種
の
身
あ
り
、
所
謂
、
過
去
・
未
来
・
現
在
な
り
。
」
と
い 
わ
れ
る
の
は
こ
の
存
在
の
流
転
を
示
す
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
対
し
て
、
 
仏
性
は
猶
虚
空
の
如
し
。
過
去
に
非
ず
、
未
来
に
非
ず
。
現
在
に
非
ず
。(
「真
仏
土
巻
」
『
涅
槃
経
』
・
親
全
一
ニ
ー
四
〇) 
仏
性
は
、
三
世
に
亙
っ
て
常
住
不
変
で
あ
る
。
し
か
も
、
衆
生
、
未
来
に
荘
厳
清
浄
身
を
具
足
し
て
、
 
仏
性
を
見
る
こ
と
を
得
む
。
是
の
故
に
我
、
仏
性
未
来
と
言
へ
り
。
善
男
子
、
 
或
ひ
は 
衆
生
の
た
め
に
、
或
る
時
は
、
因
を
説
き
て
果
と
な
す
。
或
る
時
は
果
を
と
き
て
因
と
な
す
。
是
の
故
に
経
の
中
に
、
命
を
説
き
て 
食
と
な
す
。
色
を
見
て
触
と
名
づ
く
。
未
来
の
身
、
浄
な
る
が
故
に
仏
性
と
説
く
。(
同
上) 
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に' 
仏
性
は
未
来
で
あ
る
と
示
さ
れ
た
が' 
こ
れ
に
対
し
て
迦
葉
菩
薩
が
問
う
、
 
世
尊
、
仏
の
所
説
の
義
の
如
し
。
是
の
如
き
の
者
、
何
が
故
ぞ
説
き
て
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と
言
へ
る
や
、
 
と
。(
同
上) 
も
し
未
来
な
ら
ば
、
現
在
に
は
無
関
係
の
こ
と
で
あ
っ
て'
「悉
有
仏
性
」
と
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か' 
と
い
う
。
こ
れ
は
、
現
在
に 
お
け
る
有
無
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
一
種
の
断
見
で
あ
り
、
 
先
験
と
い
う
こ
と
を
知
ら
ず
、
経
験
の
み
を
偏
重
す
る
考
え
で
あ
る
。
こ
れ
に 
応
え
る
世
尊
の
こ
と
ば
が
、
善
男
子
、
衆
生
の
仏
性
は
、
現
在
に
無
な
り
と
雖
も
無
と
言
ふ
べ
か
ら
ず
。
虚
空
の
如
し
。
性
は
無
な
り
と
雖
も
、
現
在
に
無
と
言
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ふ
こ
と
を
得
ず
。
一
切
衆
生
、
復
た
無
常
な
り
と
雖
も
、
是
れ
仏
性
は
常
住
に
し
て
変
無
し
。
是
の
故
に
我
、
此
の
経
の
中
に
於
て
、
 
衆
生
の
仏
性
は
非
内
非
外
に
し
て
、
猶
虚
空
の
如
し
と
説
き
た
ま
ふ
。
非
内
非
外
に
し
て
、
其
れ
虚
空
の
如
く
し
て
有
な
り
。
内
外 
な
ら
ば
、
虚
空
な
れ
ど
も
、
名
づ
け
て
ー
と
し
常
と
せ
ず
。
亦
た
一
切
処
有
と
い
う
こ
と
を
得
ず
。
虚
空
、
復
た
、
非
内
非
外
な
り 
と
雖
も
、
悉
く
皆
こ
れ
あ
り
。
衆
生
の
仏
性
も
亦
復
是
の
如
し
。(
「真
仏
土
巻
」
『
涅
槃
経
』
第
八
文
，
親
全
一2
一
四
〇) 
で
あ
る
。
衆
生
の
仏
性
は
、
現
在
に
無
な
り
と
雖
も
無
と
言
ふ
べ
か
ら
ず
。
虚
空
の
如
し
。
虚
空
は
、
非
内
非
外
な
り
と
雖
も
、
諸
の
衆 
生
、
悉
く
皆
こ
れ
あ
り
。
衆
生
の
仏
性
も
ま
た
是
の
如
し
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
虚
空
に
内
外
が
あ
る
な
ら
ば
ー
で
も
常
で
も
な
い
し
、
 
一
切
処
有
で
も
な
い
。
仏
性
に
は
内
外
が
無
い
。
仏
性
は
三
世
に
限
定
さ
れ
な
い
が
故
に
、
虚
空
の
如
く
時
間
的
に
も
遍
在
す
る
。
「
仏 
性
未
来
」
と
は' 
我
執
に
よ
っ
て
分
別
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
。
「
必
至
滅
度
」
「
必
顕
仏
性
」
の
「
必
」
の
確
信
で
あ
る
。
そ
れ 
は' 
光
明
を
我
と
心
掛
け
て
見
る
の
で
は
な
い
。
正
し
く
行
者
の
は
か
ら
い
に
あ
ら
ざ
る
「法
則
」(
『
一
念
多
念
文
意
』
親
全
三
，
和
文
篇
，
 
一
三
八)
的
な
こ
と
で
あ
る
。
親
鸞
は
、
さ
ら
に
、
或
る
ひ
は
説
き
て
、
犯
四
重
禁
・
作
五
逆
罪
・
一
闡
提
等
、
皆
、
仏
性
あ
り
と
言
ふ
こ
と
あ
り
。(
「
真
仏
土
巻
」
『
涅
槃
経
』
第
九
文
・
親 
全
一,
二
四
三)
と
、
経
言
を
聞
き
取
っ
て
い
る
。
問
題
は
こ
の
よ
う
な
経
言
の
意
志
を
聞
信
す
る
か
否
か
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
仏
性
を
聞
見
す
る
と
い
う 
こ
と
が
、
重
要
な
課
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
「真
仏
土
巻
」
の
文
脈
で
は'
『
涅
槃
経
』
の
文
は
、
無
上
涅
槃
の
智
慧
と
し
て
の
如
来
と
浄
土
あ
り
方
が
示
さ
れ
て
お
り
、
智
慧
の 
光
明
の
は
た
ら
く
境
界
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
浄
土
は
、
慈
悲
の
境
界
と
い
う
よ
り
も
智
慧
の
境
界
で
あ
る
。
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三
浄
土
の
開
示
親
鸞
は
、
不
可
思
議
光
如
来
を
、
「
諸
仏
中
の
王
な
り
。
光
明
中
の
極
尊
な
り
。
」(
「
真
仏
土
巻
」
『
大
阿
弥
陀
経
』
，
親
全
一1
一
三
一)
と 
い
い
、
無
量
光
明
土
を
「
諸
智
土
」
と
も
い
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
「
一
切
諸
仏
の
智
慧
を
あ
つ
め
た
ま
へ
る
御
か
た
ち
」
(
『
唯
信
妙 
文
意
』
親
全
三
・
和
文
篇
，
一
五
七)
で
あ
る
か
ら
、
と
い
う
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
「真
仏
土
巻
」
所
引
『
大
阿
弥
陀
経
』
に
拠
れ
ば
、
 
諸
仏
の
光
明
の
照
す
と
こ
ろ
に' 
近
遠
あ
る
ゆ
へ
は
何
ん
と
な
れ
ば
、
本
、
其
れ
、
前
世
の
宿
命
に
道
を
求
め
て
菩
薩
た
り
し
に
、
 
所
願
を
照
す
に
、
功
徳
、
各
、
自
か
ら
大
小
有
り
。
其
れ
然
う
し
て
後' 
仏
に
作
る
時
に
至
り
て
、
自
か
ら
之
を
得
た
り
。
是
の
故 
に
、
光
明
、
転
た
同
等
な
ら
ざ
ら
し
む
。(
「真
仏
土
巻
」
『
大
阿
弥
陀
経
』
，
親
全
一
・
二
三
〇) 
と
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
宿
願
に
応
じ
て
諸
仏
の
光
明
の
照
す
仏
国
の
範
囲
が
違
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
「真
仏
土
巻
」
の
巻
頭
直
釈
と 
結
釈
の
「酬
報
」(
親
全
一-
ニ
ニ
七
、
二
六
五)
、
善
導
『
観
経
疏
』
の
文
の
「酬
因
」(
同
・
二
五
七)
の
「酬
」
の
左
訓
に
「
コ
タ
フ
」
・
 
「
コ
タ
ウ
」
と
註
し
て
い
る
が' 
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
文
に
続
く
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
の
照
す
と
こ
ろ
最
大
な
り
。
諸
仏
の
光
明' 
皆
、
及
ば
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。(
同1
三
二) 
以
下
の
讃
嘆
も
実
は
、
阿
弥
陀
仏
の
宿
願
が
偉
大
で
甚
深
な
る
こ
と
を
示
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
故
に
、
本
願
は
光
明
の
因
で
あ
り
、
 
根
底
的
潜
在
的
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
、
真
仏
土
を
「仏
は
即
ち
是
れ
ヽ
無
量
寿
如
来
な
り
。
土
は
亦
た
、
無
量
寿
命
土
な
り
。
」 
と
し
な
か
っ
た
の
か
と
い
え
ば' 
寿
命
と
光
明
が
、
因
と
果
、
体
と
用
の
相
即
的
関
係
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
述
す
る 
「
真
仏
土
巻
」
所
引
の
曇
鸞
『
浄
土
論
註
』
や
、
善
導
『
観
経
疏
』
に
よ
っ
て
領
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が' 
親
鸞
の
愛
弟
子
と
も
い 
う
べ
き
慶
信
の
上
書
に
、
真
実
信
心
の
行
者
の
心
、
報
土
に
い
た
り
候
ひ
な
ば
、
寿
命
無
量
を
体
と
し
て
光
明
無
量
の
徳
用
は
な
れ
た
ま
わ
ざ
れ
ば
、
如
来
の
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心
光
に
一
味
な
り
。(
「真
蹟
書
簡
」
・
親
全
三
・
一
三
—
一
四) 
と
、
記
さ
れ
、
親
鸞
の
承
認
を
得
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
光
明
の
仏
身
仏
土
は
、
素
朴
的
実
在
で
も
主
我
的
主
観
の
境
界
で
も
な
い
。
こ
の
こ
と
が
、
「真
仏
土
巻
」
の
『
涅
槃
経
』
に
仏
性
と 
い
う
こ
と
を
中
核
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
間
に
い
か
に
し
て
開
示
さ
れ
る
の
か
。
親
鸞
は
、
『
涅
槃
経
』
の
長
い 
引
用
の
後
に
、
『
浄
土
論
』
に
日
は
く'
世
尊
、
我
一
心
に
尺
十
方
無
碍
光
如
来
に
帰
命
し
た
て
ま
つ
り
て
、
安
楽
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
。
彼
の
世 
界
の
相
を
観
ず
る
に
、
三
界
の
道
に
勝
過
せ
り
。
究
竟
し
て
虚
空
の
如
く
広
大
に
し
て
辺
際
な
し
、
と
の
た
ま
へ
り
。(
「
真
仏
土
巻
」 
『
浄
土
論
』
，
親
全
一
・
ー
ー
四
九)
と
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
ば
の
も
つ
意
義
は
、
『
涅
槃
経
』
の
引
文
を
締
め
く
く
っ
て
、
ま
ず
、
浄
土
・
大
般
涅
槃
，
仏
性
と
い
う
こ 
と
は
、
「
帰
命
願
生
」
に
よ
っ
て
の
み
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
示
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
「
三
帰
を
以
て
の
故
に
、
則
ち
、
仏
性
と
決
定
と 
涅
槃
と
を
知
る
な
り
」(
「真
仏
土
巻
」
所
引
『
涅
槃
経
』
第
一
文
，
親
全
一1
ニ
ー
一
四)
と
あ
る
が
、
そ
の
趣
旨
を
さ
ら
に
は
っ
き
り
と
総
持
し
、
 
ま
た
、
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
心
に
信
を
生
ず
る
と
い
う
聞
信
と
し
て
の
「聞
見
仏
性
」
を
「世
尊
、
我
一
心
に
尽 
十
方
無
碍
光
如
来
に
帰
命
し
た
て
ま
つ
り
て' 
安
楽
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
。
」
と
、
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
人
に
開
示
さ 
れ
る
の
が
、
浄
土
の
清
浄
功
徳
で
あ
り
、
量
功
徳
で
あ
る
。
そ
の
浄
土
は
、
三
界
の
道
に
勝
過
し
、
究
竟
し
て
虚
空
の
如
く'
広
大
に
し 
て
辺
際
な
き
世
界
で
あ
る
、
と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
「純
浄
」
「虚
空
」
と
し
て
既
に
「真
仏
土
巻
」
所
引
の
『
涅
槃
経
』
の 
文
に
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
一
貫
す
る
も
の
は
仏
性
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
性
と
は
、
所
帰
で
あ
り
能
帰
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
原 
理
で
あ
る
。
光
明
の
仏
土
を
酬
報
す
る
活
動
的
大
悲
が
仏
性
で
あ
り
、
帰
命
と
か
願
生
の
働
き
を
な
す
も
の
が
仏
性
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
仏
性
と
は
、
 
し
ば
し
ば
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
理
念
的
事
柄
で
は
な
い
。
仏
性
を
ど
う
領
解
す
る
か
は
帰
命
と
か
願
生
と
い
う
こ
と
を
、
本
人
が
ど
の
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よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
そ
の
帰
命
願
生
を
「
真
仏
土
巻
」
の
『
涅
槃
経
』
で
は
「
聞
見
仏
性
」
と
い
わ
れ
て
い
る
の 
で
あ
る
。
親
鸞
は
名
号
六
字
釈
に
「報
土
の
真
因
決
定
す
る
時
剋
の
極
促
」
と
い
い
、
信
楽
釈
に
「
必
ず
報
土
正
定
の
因
と
成
る
」
「忻
へ
ば
則
ち 
浄
土
に
常
に
居
せ
り
。
」(
親
全
一
・
一
四
三)
と
い
う
。
そ
れ
は
、
真
実
の
信
心
が
、
浄
土
を
建
立
さ
れ
た
如
来
の
大
悲
心
で
あ
る
が
故
な 
の
で
あ
る
。
「真
実
信
心
」
の
「真
実
」
と
は
如
来
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る(
「
至
心
釈
」)
。
故
に
「真
実
の
信
心
」
と
は
、
如
来
の
信 
心
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
『
唯
信
妙
文
意
』
に
は'
涅
槃
お
ば
滅
度
と
い
ふ' 
無
為
と
い
ふ
、
安
楽
と
い
ふ
、
常
楽
と
い
ふ' 
実
相
と
い
ふ
、
法
身
と
い
ふ
、
真
如
と
い
ふ' 
一
如
と
い 
ふ' 
仏
性
と
い
ふ
、
仏
性
す
な
わ
ち
如
来
な
り
。
こ
の
如
来
微
塵
世
界
に
み
ち
み
ち
た
ま
へ
り
、
す
な
わ
ち
一
切
群
生
海
の
心
な
り
。
 
こ
の
心
に
誓
願
を
信
楽
す
る
が
ゆ
へ
に
、
こ
の
信
心
す
な
わ
も
仏
性
な
り
。(
親
全
三
，
和
文
篇
，
一
七
〇) 
と
言
わ
れ
て
い
る
。
一
切
群
生
海
の
心
で
あ
る
如
来
が
、
誓
願
を
信
ず
る
が
故
に' 
そ
の
誓
願
を
信
ず
る
信
心
が
仏
性
で
あ
る
と
い
う
。
 
本
願
力
回
向
の
基
底
が
仏
性
・
如
来
で
あ
り
、
そ
の
は
た
ら
く
場
所
が
、
一
切
群
生
诲
の
心
で
あ
る
。
ま
た
、
 
こ
の
信
楽
は
衆
生
を
し
て
無
上
涅
槃
に
い
た
ら
し
む
る
心
な
り
、
こ
の
心
す
な
わ
ち
大
菩
提
心
な
り
、
大
慈
大
悲
心
な
り
。
こ
の
信 
心
す
な
わ
ち
仏
性
な
り
、
す
な
わ
ち
如
来
な
り
。(
親
全
三
・-
七
五) 
と
言
わ
れ
る
。
信
の
主
質
た
る
帰
命
が
本
願
招
喚
の
勅
命
で
あ
る
が
故
に
仏
性
・
如
来
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
四
性
 
功 
徳
寿
命
無
量
は' 
寿
命
の
誓
願
の
成
就
と
し
て
『
大
経
』
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
単
な
る
果
徳
を
示
す
も
の
で
は
な
く
て
、
大
悲 
の
誓
願
の' 
因
な
る
意
志
と
果
な
る
力
用
と
を
一
貫
し
、
常
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
仏
身
仏
土
の
因
果
相
成
を
明
か
す
も
の
と
し
て 
注
目
さ
れ
る
の
が
、
「
真
仏
土
巻
」
の
『
浄
土
論
註
』
性
功
徳
の
文
で
あ
る
。
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そ
の
性
功
徳
の
文
は
ま
ず
、
性
は
是
れ
本
の
義
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
此
れ
、
浄
土
は
法
性
に
随
順
し
て
法
本
に
乖
か
ず
、
事
、
『
華
厳
経
』
の
宝
王
如
来
の
性 
起
の
義
に
同
じ
。(
親
全
一
・
二
五
〇)
と
、
「本
の
義
」
を
示
す
。
又' 
言
う
こ
こ
ろ
は
積
習
し
て
性
を
成
ず
。
法
蔵
菩
薩
を
指
す
。
諸
の
波
羅
蜜
を
集
め
て
積
習
し
て
成
ぜ
る
所
な
り
。(
同
上) 
と
、
次
に
「積
習
成
性
の
義
」
を
示
し
、
続
い
て
、
亦
、
性
と
言
ふ
は
、
是
れ
、
聖
種
性
な
り
。
は
じ
め
に
法
蔵
菩
薩
、
世
自
在
王
仏
の
所
に
し
て
無
生
忍
を
悟
る
。
そ
の
時
の
位
を
聖 
種
性
と
名
づ
く
。
是
の
性
の
中
に
於
て
四
十
八
大
願
を
発
し
て
此
の
土
を
修
起
し
た
ま
へ
り
。
即
ち
安
楽
浄
土
と
日
ふ
。
是
れ
彼
の 
因
の
所
得
な
り
。
果
の
中
に
因
を
説
く
。
故
に
名
づ
け
て
性
と
な
す
。(
同
上)
と
、
「
聖
種
性
の
義
」
。
そ
し
て'
又
、
性
と
言
ふ
は
是
れ
必
然
の
義
な
り
。
不
改
の
義
な
り
。
海
の
性
一
味
に
し
て
、
衆
流
入
る
者
必
ず
一
味
と
な
っ
て' 
海
の
味' 
彼
に
随
ひ
て
改
ま
ら
ざ
る
が
如
し
と
な
り
。
又
、
人
身
の
性
不
浄
な
る
が
故
に
種
種
の
妙
好
色
香
美
味' 
身
に
入
り
ぬ
れ
ば
、
皆
、
 
不
浄
と
な
る
が
如
し
。
安
楽
浄
土
は
諸
の
往
生
の
者
、
不
浄
の
色
無
し' 
不
浄
の
心
無
し
。
畢
竟
し
て
皆
、
清
浄
平
等
無
為
法
身
を 
得
し
む
。
安
楽
国
土
清
浄
の
性
成
就
し
た
ま
へ
る
を
以
て
の
故
な
り
。(
親
全
一2
一
五
一) 
と
、
「
必
然
の
義
・
不
改
の
義
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
浄
土
の
性
と
は
何
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が(
一)
本
の 
義
、(
一：①
)
積
習
し
て
性
を
成
す
る
義
、(
二
・②
)
聖
種
性
、(
三)
必
然
の
義
，
不
改
の
義
と
い
う
義
を
以
て
、
示
さ
れ
て
い
る
。
「法 
性
に
随
順
し
て
法
本
に
乖
か
ず
」
と
い
う
本
の
義
を
根
底
と
し
た
、
法
蔵
菩
薩
の
発
心
と
修
行
、
そ
れ
に
依
っ
て
実
現
さ
れ
た
世
界
と
が 
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
『
論
註
』
の
註
の
対
象
は
、
『
浄
土
論
』
性
功
徳
の
偈
文
、
 
正
道
の
大
慈
悲
は
、
出
世
の
善
根
よ
り
生
ず(
親
全
ニ
ニ
五
〇)
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の
二
句
で
あ
り
、
「浄
土
は' 
正
道
の
大
慈
悲
は
出
世
の
善
根
な
る
よ
り
生
ず
」(
曾
我
量
深)
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
『
論
註
』
の
文
は
、
 
右
の
よ
う
に
性
の
意
義
を
述
べ
た
後
に
、
さ
ら
に
続
い
て
、
そ
の
文
の
後
半
に
「
正
道
の
大
道
大
慈
悲
は
出
世
の
善
根
よ
り
生
ず
」
と
い
ふ
は
、
平
等
の
大
道
な
り
。
平
等
の
道
を
名
づ
け
て
正
道
と
す
る
所
以
は
、
 
平
等
は
是
れ
諸
法
の
體
相
な
り
。
諸
法
平
等
な
る
を
以
て
の
故
に
発
心
等
し
。
発
心
等
し
き
が
故
に
道
等
し
。
道
等
し
き
が
故
に
大 
慈
悲
等
し
。
大
慈
悲
は
是
れ
仏
道
の
正
因
な
る
が
故
に
「
正
道
大
慈
悲
」
と
の
た
ま
え
り
。
慈
悲
に
三
縁
あ
り
。
一
つ
に
は
衆
生
縁
、
 
是
れ
小
悲
な
り
。
二
つ
に
は
法
縁
、
是
れ
中
悲
な
り
。
三
つ
に
は
無
縁
、
是
れ
大
悲
な
り
。
大
悲
は
即
ち
是
れ
出
世
の
善
な
り
。
安 
楽
浄
土
は
此
の
大
悲
よ
り
生
ぜ
る
が
故
な
れ
ば
な
り
。
故
に
此
の
大
悲
を
謂
ひ
て
浄
土
の
根
と
為
す
。
故
に
「
出
世
善
根
生
」
と
日 
ふ
な
り
と
。(
親
全
一
：
一
五
こ
と
、
示
し
て
い
る
。
親
鸞
は
、
「
正
道
の
大
道
大
慈
悲
」
と
、
大
道
と
し
て
は
た
ら
く
大
悲
を
示
し
、
そ
れ
が
、
「浄
土
の
根
」
で
あ
る
と
し 
て
い
る
。
従
来
、
こ
の
文
と
先
の
性
の
義
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
「諸
法
平
等
」(
一
、
本
の
義
・
法
性
に
随
順
し
て
、
法
本
に
乖
か
ず) 
な
る
が
故
に
「
発
心
等
し
」(
一：②
、
聖
種
性)' 
発
心
等
し
き
が
故
に
「
道
等
し
」(
一
：①
、
積
習
し
て
性
を
成
ず
る
義)
、
道
等
し
き
が
故 
に
「
大
慈
悲
等
し
」(
三
、
必
然
の
義
・
不
改
の
義)
と
読
ま
れ
て
き
た
。
そ
の
場
合
、
諸
法
平
等
が
原
理
で
、
大
慈
悲
等
し
が
結
果
と 
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
「
不
浄
の
色
無
し
、
不
浄
の
心
無
し' 
畢
竟
し
て
清
浄
平
等
無
為
法
身
を
得
る
」
と
い
う
「安
楽
国
土 
清
浄
の
性
成
就
」
は
、
果
で
あ
っ
て
、
諸
法
平
等
の
事
実
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
「大
慈
悲
等
し
」
と
は
「浄
土
の
根
」
、
 
原
理
で
あ
っ
て
、
 
果
で
は
な
い
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ
る
。
平
等
の
大
悲
が
平
等
の
智
慧
と
し
て
成
就
し
た
と
、
「真
仏
土
巻
」
の
文
脈
で
み
る
こ
と
が
可 
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
性
起
の
「
本
の
義
」
と
し
て
「
法
性
」
「
法
本
」
を
強
調
す
る
の
か
、
大
悲
を
よ
り
根 
本
と
し
て
強
調
す
る
の
か
に
よ
っ
て
見
解
が
分
れ
る
。
そ
れ
は
、
「『
華
厳
経
』
の
宝
王
如
来
の
性
起
の
義
」
の
領
解
の
内
容
如
何
に
よ
る 
こ
と
と
思
う
。
『
華
厳
経
』
に
つ
い
て
も' 
直
に
華
厳
教
学
の
発
想
を
採
用
す
る
の
で
は
な
く'
曇
鸞
と
親
鸞
の
視
座
や
、
華
厳
教
学
に 
対
す
る
親
鸞
の
態
度
な
ど
、
考
察
を
要
す
る
の
で
今
後
も
課
題
と
し
て
行
き
た
い
と
思
う
。
50
と
も
か
く
今
は
、
「浄
土
は
、
無
縁
の
大
悲
を
根
本
と
し
て
、
無
生
忍
を
悟
れ
る
聖
種
性
の
位
に
あ
る
法
蔵
菩
薩
が
四
十
ハ
の
大
願
を 
発
し
て
、
諸
波
羅
蜜
を
修
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
た
所
の
清
浄
を
性
質
と
す
る
土
で
あ
っ
て
、
そ
の
浄
土
に
生
ず
る
人
を
し
て 
必
然
的
に
清
浄
平
等
無
為
法
身
を
得
し
め
、
浄
土
の
清
浄
な
る
性
質
は
不
改
で
あ
る
。
」
と
領
解
し
て
お
き
た
い
。
大
悲
を
根
本
と
し
て
、
 
「
大
悲
の
誓
願
に
酬
報
す
る
が
故
に
報
仏
土
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
文
と
し
て
考
え
た
い
か
ら
で
あ
る
。
性
功
徳
に
示 
さ
れ
た' 
大
悲
・
発
願
，
修
行
・
浄
土
建
立
の
全
体
が
、
如
来
無
縁
の
大
悲
の
、
因
と
活
動
と
果
で
あ
る
。
こ
れ
を
『
論
註
』
は
「
性
」
 
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
如
来
の
無
縁
の
大
悲
の
活
動
が
、
「
仏
性
」
で
あ
り
、
「
真
仏
土
巻
」
冒
頭
に
出
さ
れ
る
「
大
悲
の
誓
願
」 
で
あ
る
。
性
功
徳
は
、
も
と
『
論
註
』
に
あ
っ
て
は
浄
土
の
性
の
功
徳
だ
が
、
そ
れ
は
仏
の
性
と
は
別
で
な
い
。
「真
仏
土
巻
」
の
浄
土
の 
性
功
徳
は
、
仏
性
功
徳
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
真
仏
土
の
仏
の
性
は
、
そ
の
ま
ま
国
土
の
性
で
あ
る
。
ま
た'
『
論
註
』
に
「
安 
楽
浄
土
は
諸
の
往
生
の
ひ
と
、
不
浄
の
色
無
し
、
不
浄
の
心
無
し
。
畢
竟
し
て
皆
、
清
浄
平
等
無
為
法
身
を
得
し
む
。
」(
親
全
一
・
二
五
一) 
と
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
「清
浄
平
等
無
為
法
身
」
が
「真
仏
土
巻
」
結
釈
の
、
未
来
の
「
見
仏
性
」
即
ち
顕
仏
性
の
身
で
あ
る
。
 
「
真
仏
土
巻
」
所
引
の
曇
鸞
の
『
論
註
』
の
文
に
よ
っ
て' 
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
つ
ね
に
因
と
果
の
相
応
で
あ
る
。
 
不
可
思
議
カ
と
は
、
十
七
種
荘
厳
功
徳
力
不
可
思
議
な
る
こ
と
を
指
す
。
…(
中
略)
…
仏
土
不
可
思
議
に
二
種
の
力
あ
り
。
一
つ
に 
は
業
力
、
謂
く
、
法
蔵
菩
薩
の
出
世
の
善
根
と
大
願
業
力
の
所
成
な
り
。
二
つ
に
は
、
正
覚
の
阿
弥
陀
法
王
の
善
く
住
持
カ
を
し
て 
摂
し
た
ま
ふ
と
こ
ろ
な
り
。(
「真
仏
土
巻
」
『
浄
土
論
註
』
・
親
全
一1
一
五
三)
と
い
う
。
「
法
蔵
菩
薩
の
出
世
の
善
根
」(
因)
と
「
大
願
業
力
」(
果)
の
相
応
「
法
蔵
菩
薩
の
出
世
善
根
，
大
願
業
力
」
〔因
〕
と
「
正 
覚
の
阿
弥
陀
法
王
の
善
住
持
カ
」
〔果
〕
と
の
相
応
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『
論
註
』
の
引
文
の
結
び
の
荘
厳
不
虚
作
住
持 
功
徳
成
就
の
文
に
い
た
っ
て
、
よ
り
鮮
明
に
示
さ
れ
る
。
不
虚
作
住
持
功
徳
成
就
は
、
蓋
し
是
れ
、
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
な
り
。
乃
至
言
ふ
所
の
不
虚
作
住
持
は' 
本
と
法
蔵
菩
薩
の
四
十 
ハ
願
と
、
今
日
の
阿
弥
陀
如
来
の
自
在
神
力
と
に
依
っ
て
な
り
。
願
以
て
力
を
成
ず
、
力
以
て
願
に
就
く
。
願
徒
然
な
ら
ず' 
カ
虚
51
設
な
ら
ず
。
力
願
相
府
ふ
て
、
畢
竟
し
て
差
は
ず
。
故
に
成
就
と
日
ふ' 
と
。(
「真
仏
土
巻
」
『
浄
土
論
註
0?
親
全
一
・
二
五
四) 
と
い
っ
て
い
る
。
本
願
力
に
つ
い
て' 
因
願
と
果
力
が
「
願
以
て
力
を
成
ず
、
力
以
て
願
に
就
く
。
願
徒
然
な
ら
ず
、
カ
虚
設
な
ら
ず
。
 
ヵ
願
相
府
ふ
て
、
畢
竟
し
て
差
は
ず
。
故
に
成
就
と
日
ふ
。
」
と
い
う
よ
う
に
、
因
が
果
を
完
成
し
、
果
が
因
を
完
成
さ
せ
る
。
お
互
い 
に
ぴ
っ
た
り
と
相
称
い
、
 
相
成
じ
あ
う
「
相
府
」
の
関
係
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
「
成
就
」
と
い
う
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
は
注
意
を
要 
す
る
。
こ
れ
は' 
浄
土
の
性
功
徳
、
仏
性
功
徳
を
「カ
願
相
府
」
と
明
ら
か
に
し
て
行
く
意
味
が
あ
る
確
か
め
で
あ
る
。
 
往
々
に
し
て
「
成
就
」
と
い
え
ば
、
完
成
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
で
は' 
何
時
、
完
成
し
て
し
ま 
っ
た
と
い
う
の
か
。
本
願
成
就
と
は
決
し
て
固
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
勲
苦
の
闇
の
現
在
に
活
動
し
つ
つ
あ
る
本
願 
力
の
「
現
行
」
を
見
失
う
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
浄
土
の
因
と
果
と
は
、
「
因
の
時
は
果
で
な
い
し
、
果
の
時
は
因
で
な
い
」 
と
み
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
「
不
虚
作
住
持
功
徳
成
就
」
が
示
す
よ
う
に
、
因
と
果
は
相
成
じ
あ
い
、
根
底
に
於
て
一
体
な
る
も 
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め
に
仏
性
と
い
う
こ
と
を
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
浄
土
は
本
願
酬
報
し
つ
つ 
あ
る
は
た
ら
き
の
世
界
で
あ
る
。
私
は
「真
仏
土
巻
」
の
初
め
に
、
「大
悲
の
誓
願
に
酬
報
す
る
が
故
に
、
真
の
報
仏
土
と
日
ふ
な
り
。
」
 
と
、
現
在
の
こ
と
と
し
て
酬
報
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
以
下
、
『
教
行
信
証
』
「真
仏
土
巻
」
の
、
 
善
導
の
「
是
報
非
化
」
論
に
す
す
み
、
酬
報
の
意
義
を
考
え
た
い
と
思
う
。
そ
れ
は
、
別
稿 
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
す
る
。
 
(
未
完)
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